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ＦＵＪＩ３Ｓプロジェクトエッグ認定制度について説明いたします。
事業の目的ですが、富士市から世界を変える”ＦＵＪＩ３Ｓプロジェクトにな
り得る商品・サービス・活動を認定することで、自立化（孵化）に向け重点的
に支援する対象プロジェクトを明らかにすることです。
このため、逆説的になりますが、本制度の認定を受けてもＦＵＪＩ３Ｓプロ
ジェクト認定を受けられるかはわかりませんし、反対に本制度の認定を受けな
くとも、ＦＵＪＩ３Ｓプロジェクトの認定を受けることはできます。
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次にスケジュールですが、４月２８日に認定の公募を開始しました。
募集の第一次締め切りを６月２０日としております。
この提出されたプロジェクトの中から、３件程度を７月１５日のＳＤＧｓ本
部会議にて決定し、申請者へ内示します。
採択プロジェクトについては、８月初旬の定例記者会見にて発表する予定で
す。
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本制度への申請対象者ですが、プロジェクトの主たる実施者である市内企業
等又は市民とします。
市内企業等とは、市内に拠点（本社、支社、支店、営業所等）を有する法人
及び任意団体を指します。
次に申請対象のプロジェクトですが、
まず、富士市共想・共創プラットフォームのプロジェクトとして登録されて
いるものです。
次に、経済、社会、環境の三側面のうち、二側面以上に良好な影響を与え、
かつ全ての側面に著しい悪影響を与えない製品、役務又は活動であります。
最後に、次のスライドに示す製品、役務、活動の区分ごとの条件をすべて満
たすものです。
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こちらが、製品、役務、活動の区分ごとの条件となります。

製品については、市内で開発されたもの、又は製造か加工がされるものであっ

て、かつ発売開始後概ね１年以内のものであって、市場で自立化していないも

のです。

「製造・加工」とは、いわゆる製造、加工としての関与が必要であり、包装・

梱包・小売・卸売などは含まれませんのでご注意ください。

「発売」とは、商品の納品、役務の提供が初めて実施された日とし、概ね１年

とは、令和３年に発売を開始したものとしてください。

「市場において自立化していない」とは、製品単体の営業利益の発生が見込ま

れていないものとします。

次に役務については、基本的に全てが市内で行われるため、役務の成立に当た

り、市内企業等や市民が、重要な役割を果たしたものとしています。

最後に、活動については、事務局機能など、活動の中心的に役割を担っている

ことを条件とします。
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この際、活動開始とは、申請の対象となる活動を始めて実施した日のことで、申

請者の設立年月日ではありませんのでご注意ください。
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次に選定の視点について説明いたします。
提出されたプロジェクトについて、地方創生ＳＤＳＧｓへの貢献度、将来性、
先進性・独自性、関与する主体の多様性・規模の４つの視点で評価します。
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地方創生ＳＤＧｓを強調していますが、これは厳密な意味でのＳＤＧｓではな
く、少子高齢化対策、人口減少対策、経済の活性化を評価項目としているため
です。
では、環境や安全対策は対象外かといいますと、具体的には「いかに人々が安
心して暮らせるような、持続可能なまちづくりと地域活性化に資するものであ
るか」としていますので、評価の対象となりえます。
本来のＳＤＧｓに資するかについては、申請の条件にあった三側面のうちの二
側面以上に影響するという点で担保します。
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次に将来性は、事業が成立するか、また拡大するかを評価します。
ここでいう拡大する可能性とは、原則として現状よりも活動の規模又は対象を
拡大させることとなりますが、児童・学生等、一定の期間で対象者が入れ替わ
る主体が実施する活動にあっては継続されるよう工夫された計画も時間的な拡
大として評価します。
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次に先進性、独自性ですが、要項の定義として、先進性は全く新しいもの、独
自性は既存のものをアレンジしたものとしてますが、上下関係にはなく、他に
ないものであることを評価するものです。
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最後に関与する主体の多様性・規模ですが、法人、団体、個人の企業・団体数
や人数の多さ、業種、職種、年齢、性別、地域などの多様性の広さといった視
点で評価します。
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では、個別に評価のポイントについて説明いたします。
まず、地方創生ＳＤＧｓへの貢献ですが、少子高齢化、人口減少対策、経済の
活性化の３点について、評価します。
全ての項目に触れる必要はなく、何を目的にしていて、どのような効果を期待
しているかを明らかにしてください。
また、現在、市が公表している行政課題の解決に繋がるものを高く評価します。
評価に当たっては、担当課の連名を条件としますので、ポータルサイトから申
し込みをお願いします。
次に将来性ですが、 実現性と拡大見込みにより採点します。
実現性と拡大見込みは、不可分ですので、いずれかの評価が著しく低い場合は、
本項目は低い評価となります。
拡大見込みは頂いた計画で判定しますが、実現性については、製品・役務はＶ
ＦＭで評価します。
このため、同一効用のものがあれば価格を基準として、代替品がない場合は同
様の事例などから推測します。
また、活動の場合は、申請時点の実施者や協力者の体制によって実現性を判断
します。
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次に、先進性と独自性は、新しい製品・役務・活動であることを示してくださ
い。
このため、特許登録されたものは高く評価します。
また、全く新規でなくとも、改善したなどの点も評価対象となりえます。
仮に、公共の場での清掃活動であっても、健康づくりなど、別の目的の活動と
結びつけることで独自性がある活動として認定の対象となりえます。
最後に関与する主体の多様性と規模ですが、原則として主体の多様性を評価し
ます。
特に高く評価するポイントとしては、企業と市民団体、小企業事業者主体の事
業への大企業の関与、推進企業等登録者の関与など、通常あまりない連携につ
いて、高く評価します。
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それでは、申請の準備について、行動宣言とプロジェクト登録について説明い
たします。
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プロジェクトエッグ認定申請の前段階として、行動宣言とプロジェクト登録が
あります。
行動宣言は所要時間５分程度、プロジェクト登録は３０分程度かかります。
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まず行動宣言です。
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行動宣言ですが、ＳＤＧｓに取り組むことを宣言する者です。
誰でも、市内外問わず宣言でき、宣言したことの公表は任意です。
また、義務や責任は生じません。
そして宣言を行うと、プロジェクト実施者になれるほか、市から不定期ですが、
ＳＤＧｓの情報が電子メールで届きます。
現状は、２月から１０通ですから、月に１から３通程度の頻度です。
また、富士市オリジナルＳＤＧｓロゴマークが利用できるようになります。
要は登録のメリットはありますが、特にデメリットはありませんので、ぜひ宣
言をお願いします。
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宣言の仕方ですが、富士市ＳＤＧｓポータルサイト、このＵＲＬを入力いただ
いても、検索サイトで富士市ＳＤＧｓポータルサイトと検索いただいてもたど
り着けます。
このロゴ下のメニューからＰＦパートナーをクリックしてください。
メニューが伸びますので、行動宣言についてはこちらをクリックしてください。
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でてきたページの富士市ＳＤＧｓ未来都市行動宣言」をクリックすると、メー
ルアドレスの入力画面が出ますので、入力して送信してください。
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このメールアドレスからフォームのご案内メールが届きますので、クリックい
ただくと、入力フォームが表示されます。
必要事項を入力して、送信してください。
送信後、行動宣言番号が表示されますが、電子メールアドレスにも届きます。
そのほか、ロゴマークを使うためのパスワードなども届きますので、ぜひご活
用ください。
なお、この行動宣言番号が、申請などに必要になります。
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次にプロジェクトの登録について説明いたします。
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まず、プロジェクトについてですが、本プラットフォームにおけるプロジェク
トとは、富士市ＳＤＧｓ未来都市行動宣言された方が、協働でＳＤＧｓ達成に
向けて取り組む行動を登録するものです。
ここで重要なことは、協働で取り組むという部分です。
通常、他の地域で行われているプラットフォームなどでは、ＳＤＧｓに資する
活動をプロジェクトと呼ぶ例が多くあります。
この点、富士市は、協働、パートナーシップを条件としている点が、一般とは
異なります。
このため、登録に当たっては、名称、概要、写真、計画や連絡先のほか、２人
以上のプロジェクト実施者の共同申請となります。
なお、この組み合わせは、企業企業、企業団体、団体行政、企業行政、どのよ
うな組み合わせでも構いません。
もし、協働先がないという方がいらっしゃいましたら、富士市ＳＤＧｓ応援団
がマッチングを支援しますので、企画課までご相談ください。
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では、実際の登録方法について説明します。
先ほどのポータルサイトのロゴ下メニューの中から、「プロジェクト・取組」
をクリックし、「プロジェクトの募集」をクリックしてください。
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プロジェクト登録のページを下にスクロールすると、「プロジェクト登録電子
申請」のボタンがありますのでクリックしていただくと、入力フォームが立ち
上がりますので、先ほどご用意いただいた情報を入力して、送信してください。
入力項目については、すでに３件、現在４件目を準備中ですが、すでに公開さ
れているプロジェクトを参考にしてください。
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先ほどのフォーム送信後、数日以内に市がページを作成し、申請者へアカウン
トを発行します。
このアカウントを用いて、プロジェクトのページは、自ら更新できるようにな
ります。
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それでは、プロジェクトエッグ認定申請の説明に移ります。
この申請に当たっては、行動宣言、プロジェクト登録を終えていることが必要
です。
なお、プロジェクト登録番号が必要になりますが、先ほどのプロジェクト登録
を送信した際の自動返信メールに登録番号がありますので、プロジェクト登録
に引き続き作業が可能です。
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提出物ですが、普及計画書、応募概要書、主たる実施者がわかる資料の３点と
なります。
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それでは、まず様式の取得について説明します。
先ほどのポータルサイトのロゴ下メニューから、「プロジェクト・取組」をク
リックし、「FUJI3Sプロジェクトエッグの募集」をクリックしてください。
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FUJI3Sプロジェクトエッグの募集のページを下にスクロールいただくと、申請
方法と提出物の見出しの中に、様式がありますので、よろしくお願いいたしま
す。
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それでは、普及計画書の作成方法について説明いたします。
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エクセルの様式です。青いシート名の青いセルに入力してください。
黄色のシートは、記入例になっていますので、作成前に御一読ください。
まず、概要と三側面のシートです。
プロジェクト概要ですが、文字数80から130文字程度で作成してください。入力
セルの右側に文字数が出ますので、参考にしてください。
次に、ＳＤＧｓの１６のゴール、パートナーシップは当然ですので抜いてあり
ますので１６ですが、該当するゴールの横線を〇に変更してください。
このとき、経済、社会、環境の３分野のうち、少なくとも２分野に〇が必要で
す。
最後に、３分野について、説明を加えてください。この時、直接的な効果の説
明文の文末は、目標としている。間接的な効果の文末は、期待できる。として
ください。
なお、記入について、ご不明な点がありましたら、ぜひ企画課までご相談くだ
さい。

30



ＦＵＪＩ３Ｓプロジェクトエッグ認定制度説明会

令和４年５月１９日（木）開催 資料２

次に事業計画のシートです。
プロジェクトの現状、普及計画、令和４年度末までの目標、２０３０年に想定
される効果を記入してください。
なお、共同申請者間で、内容についての合意をお願いします。
また、年度内に実施することを、下の表に入力してください。
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最後に収支予算のシートについて説明します。
この収支予算の形ですが、実施者ではなく、プロジェクトをお金の流れの中心
にしています。
このため、何かを発注する場合、支出だけではなく、同時に収入も計上するこ
とになります。
また、補助金は事業完了後に入るため、１００万円支出し、補助金を７５万円
受けることを予定した事業の場合、主たる実施者が100万円をプロジェクトにお
金を入れて、受託者に１００万円を払い、市から補助金７５万円をプロジェク
トにお金を入れて、主たる実施者にプロジェクトから補助金が７５万円という
記載になります。
したがって、１００万円の事業なのですが、歳入は１７５万円、歳出は１００
万円、補助金支出が７５万円の計上となります。
これは、共同申請の事業に対し、補助金を交付する都合、どなたに最終的に補
助金が入るかを明らかにするためにこのような形式をとっており、わかりづら
いですがよろしくお願いいたします。
ご不明な点がありましたら、企画課にご相談ください。
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次に応募概要書について説明いたします。
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こちらは、パワーポイントでの様式になります。
パワーポイントがないようでしたら、ワードファイルで同内容で作成いただけ
れば、受け取らせていただきます。
様式左に取組内容の詳細を、ポンチ絵などにより、わかりやすく作成してくだ
さい。
何をして、何を目指しているのか、何が目新しい点なのかが、わかりやすいも
のが好ましいです。
また、右側には、評価の４項目について、それぞれアピールをお願いします。
ここも企画課にご相談いただければ、応援団にも協力いただき、皆様のプロ
ジェクトのアピールポイントを明確にしていくことも可能です。
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ＦＵＪＩ３Ｓプロジェクトエッグ認定制度説明会

令和４年５月１９日（木）開催 資料２

最後に作成いただいた様式の提出方法です。
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ＦＵＪＩ３Ｓプロジェクトエッグ認定制度説明会

令和４年５月１９日（木）開催 資料２

スライド番号２８の、ＦＵＪＩ３Ｓプロジェクトエッグの募集のページの下に
ある「FUJI3Sプロジェクトエッグ募集申請」をクリックしてください。
入力フォームが開きます。
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ＦＵＪＩ３Ｓプロジェクトエッグ認定制度説明会

令和４年５月１９日（木）開催 資料２

入力フォーム内にて、プロジェクト名称、プロジェクト登録番号を入力し、普
及計画書と募集概要をアップロードしてください。
また、プロジェクトの主たる実施者の方がわかる会社案内などをアップロード
してください。
この際、ウェブサイトに記載がある場合は、テキストファイルなどに記載して
アップロードしてください。
なお、行動宣言の連絡先と異なる担当者であったり、プロジェクト登録の主た
る実施者と別の方が本申請の担当者の場合は、その旨と連絡先を記載してくだ
さい。
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ＦＵＪＩ３Ｓプロジェクトエッグ認定制度説明会

令和４年５月１９日（木）開催 資料２

最後に応募上の注意点をお伝えします。
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ＦＵＪＩ３Ｓプロジェクトエッグ認定制度説明会

令和４年５月１９日（木）開催 資料２

事業計画を作成する際、製品、役務を無償提供等する場合、補助対象経費の算
定は想定小売価格を対象としますので、申請書にその旨記載してください。
例えば、連携する市民団体等に自社商品を使っていただきアンケートをもとめ
るとき、自社商品の使用数に小売価格を乗じた額が補助事業算定額となります。
製造原価等ではないことにご注意下さい。
次に申請前にプロジェクトを登録いただきますが、補助金を受けたら実施する
内容は記載しないでください。
例えば、環境に配慮して開発した商品を申請し、実際に利用してもらい結果を
フィードバックして広報などに活かしていく計画だったとき、申請前のプロ
ジェクト登録では、環境に配慮して商品を開発し、連携して製品の普及を目指
すといった、方向性だけの内容にしてください。
認定が受けられなかったとき、プロジェクトを消したり、内容が後退すると、
あまり見栄えが良くないと思いますので、よろしくお願いします。
とはいえ、最後の項目ですが、結局、プロジェクトを実現して、どういった社
会をめざしているのかといった点は外さないようにしてください。
このプロジェクトを応援することで、こういう社会の実現が目指せるのかとい
う点は重要と思います。

39


